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結果報告の流れ

Ⅰ．調査目的 Ⅱ．調査方法 Ⅲ．調査結果 Ⅳ．今後の授業に
向けて

調査の目的について 調査時期・方法・対
象者・調査項目につ

いて

調査結果の概要を説
明。 調査結果より今後のオンラ

イン授業の進め方について
改善点を検討する

Ⅰ．調査目的 Ⅱ．調査方法 Ⅲ．調査結果 Ⅳ．今後の
授業に向けて

調査の目的について 調査時期・方法・
対象者・調査項目
について

調査結果の概要を
説明。
特に1年生と上級
生（2年次以上）
を比較しながら報
告する。
項目によっては学
科ごとの結果も報
告する。

調査結果より，今
後の授業で活用出
来るポイントについ
て提案を行う。
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Ⅰ 調査目的



z Ⅰ 調査目的

▪ 本学学部生を対象とした「オンライン授業に関するアンケート」の実施は4回目と
なり，本調査は，2021年度における第1回目の調査となる。

▪ 前年度に引き続き，オンライン授業の実態や学生の取り組み，そして学生が捉
えるオンライン授業の学習効果等について把握するために調査を行った。

〈2021年度前期 本学の状況〉

▪ 2021年度前期，本学では4月8日（木）より授業を開始した。

▪ 原則「対面授業」で授業を開始したものの，4月19日（月）から「まん延防止等重点措置」が発出され，
原則としてオンラインで授業とすることが決定した。その直後，4月25日から6月20日までの期間，京都府
等を対象とした緊急事態宣言が出されたが，4月25日以降についても同様の授業方針を継続した。

▪ 6月21日以降は「まん延防止等重点措置」に切り替わったため，対面で実施が必要な授業については，
対面授業へ移行した。
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調査名 時期・対象者 目的

第1回オンライン授業に
関するアンケート

2020年4月末～5月

調査対象者数：695名

新型コロナウィルスの感染が拡大する中，多くの学生・教員
共にとって初めての経験となる「オンライン授業」に学生はどのよ
うに取り組んでいるのか，また，オンライン授業の実施に対す
る不安や困っていることを把握し，今後のオンライン授業のあ
り方を検討するために実施した。

第2回オンライン授業に
関するアンケート

2020年7月

調査対象者数：606名

前期2回目の調査を前期終了時に実施し，第1回調査以
降のオンライン授業の評価や，一部対面授業が開始されて
からの実態を把握することを目的とし，前期授業を総括する
ため実施した。

第3回オンライン授業に
関するアンケート

2021年1月末～2月

調査対象者数：318名

1月から2月にかけて調査を実施，後期授業を総括するとと
もに，コロナ収束後のオンライン授業やブレンド授業のあり方
を模索することを目的とし，後期終了時に調査を行った。

第4回オンライン授業に
関するアンケート

2021年6月半ば～6月末

調査対象者数：560名

2021年度における第1回目の調査となる。
前年度に引き続き，オンライン授業の実態やとりわけ2021年
度入学生の授業に対する取り組み，そして学生が捉えるオン
ライン授業の学習効果について把握するために調査を行った。

参考：これまでの本学における調査実施について

今
回
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z Ⅱ 調査方法

▪ 1．調査時期

▪ 2021年6月14日～6月30日

▪ 2．調査方法

▪ Microsoft Formsによるオンライン調査を実施した。

▪ manabaやCampusmateを通じ，学部生にオンライン調査への回答を依

頼した。

▪ 調査は成績には一切関係しないことを教示し，無記名で行った。

▪ 回答に要した平均時間は，約5分であった。



z Ⅱ 調査方法

▪ 3．調査対象

▪ 本学学部生 560名（在学生の42.8％にあたり，1年生については約6割の

回答率であった）。学年と学科の内訳は表1の通り。

英語英文学科 国際日本文化学科
生活環境学科

福祉生活デザイン学科
心理学科・心理学部 こども教育学科 合計

回答数 在籍数 回答率 回答数 在籍数 回答率 回答数 在籍数 回答率 回答数 在籍数 回答率 回答数 在籍数 回答率 回答数 在籍数 回答率

1年生 36 51 70.5 19 41 46.3 28 48 58.3 54 74 73.0 21 53 39.6 158 267 59.2

2年生 39 96 40.6 34 70 48.6 36 69 52.2 49 109 45.0 25 77 32.5 183 421 43.5

3年生 46 86 53.5 27 47 57.4 18 47 38.3 42 77 54.5 17 49 34.7 150 306 49.0

4年生 18 88 20.5 17 56 30.4 10 39 25.6 12 65 18.5 12 65 18.5 69 313 22.0

合計 139 321 43.3 97 214 45.3 92 203 45.3 157 325 48.3 75 244 30.7 560 1307 42.8



z Ⅱ 調査方法

▪ 4．調査項目

▪ 1.前期のこれまでの授業に対する全体としての「満足度」（５件法）

▪ 2.前期のこれまでの授業に対する全体としての「理解度」（５件法）

▪ 3.前期のこれまでの授業を振り返り，全体としてどの位熱心に取り組んだか（５件法）

▪ 4.現在受けている「オンライン授業」の形式

▪ 5.最も学習効果を感じている「オンライン授業」の形式

▪ 6.授業では課題に対する先生の何らかのフィードバックがあるか

▪ 7.授業では「課題」や「振り返り」が提示されているか

▪ 8.授業では，授業の途中に「中間課題」（小テストや中間レポート）があるか
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▪ 9.前期のオンライン授業で困ったこと（複数選択）

▪ 10.前期のオンライン授業で良かったこと（複数回答）

▪ 11.前期に受講しているオンラインを取り入れた授業で，「最も学習効果が高い」と感じ

る科目（自由記述）

▪ 12.11で回答した科目についてなぜ学習効果が高いと感じるのか（4件法）

▪ 13.所属学科

▪ 14.学年

▪ 15.（2～4年次生のみ）

「対面授業だった頃」と「オンライン授業が始まってから」を比較した学習に対する考え方

（4件法）

つづき
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Ⅲ 調査結果

▪ 1-1．オンライン授業に対する満足度（4学年×5学科/5件法）
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英語英文学科 国際日本文化学科 福祉生活デザイン学科・生活環境学

科

心理学科・心理学部 こども教育学科

回答者全体としては，平均＝3.47，SD＝1.093 
参考： 2020年5月平均＝3.09，SD＝1.081 / 2020年7月平均＝3.11，SD＝1.085 / 2021年1月平均＝3.32，SD=1.126
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Ⅲ 調査結果

▪ 1-2．オンライン授業に対する満足度（1年生・2～4年生×5学科/5件法）

3.78

3.25
3.58 3.62 3.54 3.39

3.54 3.62
3.43

3.15

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

1年生 2～4年生 1年生 2～4年生 1年生 2～4年生 1年生 2～4年生 1年生 2～4年生

英語英語英文学科 国際日本文化学科 福祉生活デザイン学科・生活環境学

科

心理学科・心理学部 こども教育学科

学科および1年生と2～4年生の間には有意な差はみられない。
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Ⅲ 調査結果

▪ 1-3．オンライン授業に対する満足度 これまでの推移（全体/5件法）
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単純に平均値のみを見ると昨年度から上昇傾向。
スライド28（Ⅲ調査結果-10）にもあるように，満足の理由は必ずしも学習効果に限らず多岐にわたる。
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Ⅲ 調査結果

▪ 2-1．オンライン授業の理解度（4学年×5学科/5件法）

回答者全体としては，平均＝3.39， SD=1.016
参考： 5月平均＝3.03，SD＝1.085 / 2020年7月平均＝3.03，SD＝1.111 /2021年1月平均＝3.39，SD＝1.074
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Ⅲ 調査結果

▪ 2-2．オンライン授業の理解度（1年生・2～4年生×5学科/5件法）

学科および1年生と2～4年生の間に有意な差はみられない。
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Ⅲ 調査結果

▪ 2-3．オンライン授業の理解度 1年間の推移（全体/5件法）
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単純に平均値のみを見ると昨年度から上昇傾向。
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Ⅲ 調査結果

▪ 3-1．オンライン授業の取り組み程度（4学年×5学科/5件法）

回答者全体としては，平均＝3.67, SD=1.018
参考：５月は本項目なし/2020年7月 平均＝3.68，SD＝1.095/2021年1月平均＝3.56，SD＝1.109
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Ⅲ 調査結果

▪ 3-2．オンライン授業の取り組み程度（1年生・2～4年生×5学科/5件法）
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z

Ⅲ 調査結果

▪ 3-3．オンライン授業の取り組み程度 1年の推移（全体/5件法）
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Ⅲ 調査結果

▪ 4．現在受けているオンライン授業の形式（複数回答/1年生・2～4年生別/複数選択）
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PowerPoint等で作成された教材（音声なし）を読んで学習する形式

PowerPoint等で作成された教材（音声あり）を読んだり聞いたりして学習する形式

動画教材を活用して学習する形式

配信型（Zoom, Teams, Skype等で受講生と教員が顔を合わせる）で学習する形式

manabaやTeams等のチャット機能を活用する形式

資料だけが配布されて学習する形式

その他

1年生 2～4年生

全体としては，昨年度に引き続き「PowerPoint（音声あり）で作成された教材を読んで学習する」形式が多い。
配信型授業も比較的多く行われている様子がうかがえる。
学生による評価が低い傾向にある「資料だけが配布されて学習する形式」も比較的割合が高い（48.1%）。
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Ⅲ 調査結果

▪ 5-1．最も学習効果を感じたオンライン授業の形式（1年生・上級生別）
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PowerPoint等で作成された教材（音声なし）を読んで学習する形式

PowerPoint等で作成された教材（音声あり）を読んだり聞いたりして学習する形式

動画教材を活用して学習する形式

配信型（Zoom, Teams, Skype等で受講生と教員が顔を合わせる）で学習する形式

manabaやTeams等のチャット機能を活用する形式

資料だけが配布されて学習する形式

その他

全体として「PowerPoint等で作成された教材を読んだり聞いたりする形式（音声あり）」の割合が最も高い。
配信型についても，全体として2割程度の学生が最も学習効果を感じると評価している。
前述の通り「資料だけが配布されて学習する形式」は一定数行われているが，学習効果を感じたと回答する学
生の割合は低く，立教大学が2020年７月に実施した調査でも不満足度が高い結果が示されている。
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Ⅲ 調査結果

▪ 5-2．最も学習効果を感じたオンライン授業の形式（学科別）
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英語英文学科

国際日本文化学科

生活環境学科・福祉生活デザイン学科

心理学科・心理学部

こども教育学科

PowerPoint等で作成された教材（音声なし）を読んで学習する形式 PowerPoint等で作成された教材（音声あり）を読んだり聞いたりして学習する形式

動画教材を活用して学習する形式 配信型（Zoom, Teams, Skype等で受講生と教員が顔を合わせる）で学習する形式

manabaやTeams等のチャット機能を活用する形式 資料だけが配布されて学習する形式

その他

学科問わず，「PowerPoint（音声あり）の教材を読んだり聞いたりして学習する形式」の学習効果が高いが，
学科により傾向が異なり，国際言語学部では「配信型」の割合が比較的高い傾向がみられる。
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Ⅲ 調査結果

▪ 6．オンライン授業・ブレンド授業では、課題に対する先生の何らかのフィーバックが

ありましたか？（1年生・2～4年生別/4件法）

6.3

11.9

58.9

54.2

34.8

33.3

0.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年生

2～4年生

全ての授業でフィードバックがあった 多くの授業でフィードバックがあった フィードバックはあまりなかった フィードバックは全くなかった

全体として，65％程度の学生が「授業でフィードバックがあった」としているが，3割近くの学生はフィードバックが
あまり無かったという認識を持っている。
早稲田大学の「オンライン授業に関する調査結果（2020）」では，フィードバックがあるかどうかはその授業が有
益かどうかを左右する項目の一つとなっている。
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Ⅲ 調査結果

▪ 7．オンライン授業・ブレンド授業では「課題」や「振り返り」が提示されていましたか？

（1年生・2～4年生別/4件法）
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全ての授業で課題や振り返りがあった 多くの授業で課題や振り返りがあった 課題や振り返りはあまりなかった 課題や振り返りは全くなかった

授業の「課題・振り返り」は多くの授業で実施されている様子がうかがえる。
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Ⅲ 調査結果

▪ 8．オンライン授業・ブレンド授業では、15回の授業の途中に「中間課題」（小テス

トや中間レポート）がありましたか？（1年生・2～4年生別/4件法）

5.7

9.2

67.7

57.2

25.3

29.9

1.3

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年生

2～4年生

全ての授業で中間課題があった 多くの授業で中間課題があった 中間課題はあまりなかった 中間課題は全くなかった

7割前後の学生が中間課題ありと回答している。
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Ⅲ 調査結果

▪ 9．オンライン・ブレンド授業で困ったこと（1年・2～4年生別/複数選択）
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先生に質問がしにくかった

集中力が続かなかった

manabaの使い方がわからなかった

コンピュータの操作が難しかった

ネット環境が十分でなかった

課題が多かった

授業の教材がわかりにくかった

オンライン授業に取り組む時間がなかった

勉強のペースがつかみにくかった

友達と一緒に学べず、孤立感を感じた

パソコンに長時間向かうことによる心身の不調を感じることがあった

授業スケジュール（オンライン授業か対面授業）がわかりにくかった

オンラインで発信される情報量が多かった

1年生 2～4年生

昨年の第1回調査と同様に，1年次と2～4年次でやや異なる傾向がみられる。1年生の方が集中力が続かな
い，勉強のペースがつかみにくい，オンラインで発信される情報量が多いなど，オンライン授業での困り感が強い。
「心身の不調を感じる」「授業スケジュールがわかりにくい」という意見は全体として3割を超える。
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Ⅲ 調査結果

▪ 10．オンライン授業で良かったと思うこと（1年・2～4年生別/複数選択）
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自分のペースで学習が出来た

自宅で学習できた

教室より集中出来た

教材がわかりやすかった

復習が何度も出来た

先生に質問がしやすかった

コンピュータやオンラインのツールについて知識やスキルが高まった

主体的に学ぶことが出来た

1年生 2～4年生

これまでの調査結果と同様に，「自分のペースで，自宅で学習できる」ことをメリットとして選択する者が多く，
「復習が何度も出来る」ことも全体として割合が高かった。また，１年生で「コンピュータ操作の知識やスキルが高
まった」ことを選択している者が多い。
一方，「教材のわかりやすさ」「質問のしやすさ」を選択する者の割合は依然として低い。
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Ⅲ 調査結果
▪ 11．「あなたが前期に受講しているオンラインを取り入れた授業で，最も学習効果が高いと感じる

科目を1科目挙げて下さい」と教示し，「その科目はなぜ学習効果が高いと感じるのか」尋ねた。

上の数値はそう思う＋まあそう思うを足した割合
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教材がわかりやすい 先生に質問しやすい 課題に対するフィード

バックがある

「学生からの質問」に

対する回答やフィード

バックが迅速である

授業内容や授業の進

め方に学生の意見が

反映されている

復習内容を確認する

小テストがある

「何度も復習出来る

教材」が提示されてい

る

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

特に「教材がわかりやすい」，「質問に対する回答やフィードバックが迅速である」，「何度も復習出来る教材が提示されてい
る」授業において、「学習効果が高い」と感じている学生が多い。
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Ⅲ 調査結果

▪ 12．「対面授業だった頃」と「オンライン授業が始まってから」を比較して（２～４年生のみ）

「課題に積極的に取り組むようになった」に「そう思う」と回答した者が最も多く，対面の時よりも，主体的に学習に取り組むよ
うになったと評価する学生が比較的多くなっている。
教員アンケートでも同様の内容で尋ねているが，教員評価の方がやや低い値となっている。
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課題に積極的に取り組むようになった

授業内容に関連した調べ学習をする時間が増えた

主体的に学ぶようになった

授業内容を繰り返し学ぶようになった

予習や復習の時間が増えた

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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Ⅳ 今後の授業に向けて



z Ⅳ 今後の授業に向けて

フィードバックや質
問への回答が迅速
な授業ほど学習効
果が高い

課題が多い・
集中力が続かな
い・勉強のペースが
つかみにくい・情報
量が多い

友達と一緒に勉強
出来ず，オンライン
授業での孤立感を
感じる

復習が出来る・わか
りやすい教材の学
習効果が高い

学習効果が高いと思う授業として，
「教材のわかりやすさ」「何度も復習出
来る教材が提示すること」が挙げられた。
また「音声つきのPowerPoint教材」
を好む学生の割合が高い。配信型を
選択する場合も，レコーディングされた
教材が提示されるなど，繰り返し学ぶ

機会が保障されることが望ましい。」

課題の多さや集中力が続かない等の
意見は，昨年度のアンケートから常に
上位に挙がる項目であり，特に1年生
で学習が進めにくかったという割合が
高い。後期は前期の理解状況を把握
した上で授業を進める必要あり。
発信される情報量の多さについては，
主にmanabaでの情報発信方法や
締め切り期間の設定に工夫が必要。

オンライン授業の期間が長く続き，
3割程度の学生は孤立感を感じている
傾向にある。
オンデマンド授業であっても，孤立感を
少しでも軽減するために，受講生の意
見や質問等をピックアップして教材に反
映する，あるいはrespon等を利用し，
他の受講生の考えを共有する等，受
講生が一緒に学んでいることを実感出
来る様な工夫が必要。

本調査では2割程度の学生が「質問の
しにくさ」をオンライン授業の困った点と
して挙げているが，昨年度調査と比較
するとその割合は大幅に減少し，改善
している様子。
授業時間外での質問方法を周知したり，
授業内の質問機会を設けるなど，引き
続き工夫が必要。 学生の声



z 最後までお読み頂きありがとうございました

ご質問ご意見などございましたら，教務課までご連絡下さい


